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別紙１－２    論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨    

本研究は、外来通院中のアスペルガー障害（AD）、あるいは統合失調症の男性患者
の内、日常的にインターネットを使用している者について、インターネットコミュニ

ケーションのあり方を、健常対象群を設けて詳細に調査したものである。他者とのコ

ミュニケーションに様々な困難をもつこれらの障害の患者がインターネット上他者と

どのようにコミュニケーションしているかという問題は、支援上きわめて重要な点で

あるが、これらの精神障害者におけるインターネット使用について詳細に調べた報告

はない。本研究では、メール、BBS(電子掲示板)、ブログ、マイクロブログ、SNS の
使用に限定し、次の諸点について詳細な調査を行った。①インターネットコミュニケ

ーションに対する一般的姿勢とそこにおける危険の認知。②パソコンと携帯、端末そ

れぞれにおけるメールの頻度。③端末それぞれにおける BBS(電子掲示板)、ブログ、
マイクロブログ、SNS での書き込みと閲覧の頻度。

AD 群 29 名、統合失調症群 32 名、正常対象群 97 名である。患者対象は多施設の
外来通院患者（20～39 歳）である。なお、AD について診断を正確にするために、主
治医の診断に加え、①自閉症スペクトラム質問票においてカットオフ値より低い者、

②PANSS（陽性症状陰性症状評価尺度）で「妄想」と「幻覚による行動」が３点以上
の者を AD 群から除外した。また、統合失調症においては、PANSS の陽性症状の程
度とインターネットコミュニケーションにおける危険認知との関係を調査した。

主な結果は以下の 6 点である。
１）AD の患者は健常者に比し、インターネットコミュニケーションのために、パソ

コンを有意に多く利用するが、携帯電話の利用は有意に少ない。

２）AD の患者はインターネットコミュニケーションサービスの内、BBS とブログを
使用する頻度、および BBS に書き込みをする頻度が健常者より有意に高い。

３）AD では、インターネットコミュニケーションの方が通常のコミュニケーション

よりも正確にメッセージが伝わると考えている人が健常者より有意に多い。

４）統合失調症の患者はインターネットコミュニケーションのために、健常者と同じ

程度にインターネットを使用している。

５）統合失調症の患者はインターネットコミュニケーションにおいて、未知の他者を

信頼しやすい傾向と、傷つきやすい傾向の両方を併せもっている。

６）統合失調症の患者は陽性症状が悪化するほど、インターネットに含まれるリスク

に対する意識が低下する傾向がある。

【新しい知見】これらの患者のインターネット使用に関する詳細な調査報告はなく、

上記の結果はいずれも新しい知見である。特に、２）６）は重要である。また、診

断の揺れが大きい AD について、できる限り厳格な診断のもとで調査を行っている
ことも本研究の優れた点である。

【意義】AD および統合失調症の患者のリハビリテーションにおいて、インターネッ

トコミュニケーションを利用することは今後重要な課題となる。本研究の知見はそ

の際の留意点について重要な示唆をもたらしている。

以上より、本研究は博士（リハビリテーション療法学）の学位を授与するにふさわし

い価値を有するものと評価した。
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